
 1 

新潟市民病院整形外科専門研修プログラム 
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1 新潟市民病院整形外科研修プログラムについて 

 

 新潟市民病院整形外科の理念は、全ての運動器疾患・外傷に対し、高いレベルの急性期

治療を行うことで、患者さんに高いレベルの機能回復をもたらすことである。そして、当

科を基幹施設として行う研修プログラムの理念は、｢全ての運動器疾患、外傷症例に対

し、的確な診断・治療・全身管理・社会復帰のサポートを行うために十分な能力を身につ

けること、かつ運動器疾患・外傷医療の進歩に寄与するための研究を行うための基礎的能

力を身につけること｣である。 

 この理念を達成するために、専門研修プログラムとしては以下 1〜4の修得を重要視し

ている。 

1  運動器疾患、外傷治療のプロフェッショナルとして必要な知識、技術を身につける。

このためには、臨床現場での多くの経験、特に手術室や救急室での経験、講義・カン

ファランス・勉強会を通じた知識の獲得、模擬骨などを用いた手術テクニックの修得

トレーニング、などが必要になる。 

 

2 同僚医師、他科医師、関連他職種も含めた診療チーム内でのリーダーシップ、コミュ

ニケーション能力を高める。これにより診療チーム全体の総合力を上げることを可能とす

る。 

 

3  診療、研究の内容を、特に倫理的観点から客観的に見て、記載する能力を身につけ

る。また、豊かな人間性を身につけ、単なる手術屋ではなく、患者さんを全人的に治療

することを目標とする。 

 

4 臨床の場で時に遭遇する、困難な状況に負けない強い精神力を身につける。これに

は、先輩医師の指導下に安全性を担保しながら、困難な場を数多く切り抜ける経験を積む

ことが重要である。 

 

 当院には、重症運動器疾患や多発外傷を含む重症外傷が多数受診され、救命科を始めと

する他科と協力しながら、超急性期から急性期の高度治療を行っており、この治療にチー

ム治療の一員として参加していただくことで、救命を目指しながら回復後の機能回復を最

大限にするための治療を行うことを学んでいただく。新潟市民病院への受診が少ない軽症

の外傷については、連携施設の新潟中央病院や佐渡総合病院に多数受診しているため、同

院での研修中に経験が可能である。 
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 また当院では、重症から軽症までの多数の手の外科、股関節外科、膝関節外科、脊椎脊

髄外科、スポーツ外科、リハビリテーション治療を行っており、十分な経験を積むことが

可能である。日々の研修の際に、遅滞なく指導を受けることが重要なので、検討会、回診

を連日行っている。新潟市民病院に比較的症例が少ない関節リウマチ、小児整形外科、軟

部および骨腫瘍治療に関しては、新潟大学医歯学総合病院などの関連施設にて、研修を行

う。 

 3年 9か月間の研修期間中、希望者には当院救命科、麻酔科による研修を行うことで、

多発外傷や重症外傷、重度併存症合併患者の全身的治療、管理についても学んでもらうこ

とができる。また、新潟大学整形外科と協力し、学術活動にも積極的に参加する。 
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当プログラムを構成する病院名と各施設の指導医数、年間新患数、年間手術件数を表に示

す。このプログラムに参加する病院の指導医数は 31名、合計年間新患数は 15、292例、

手術数は 5、455件であり、多数の指導医からの的確な指導を受けながら、診察や手術の

執刀や助手などの多くの経験を積むことが可能である。特に外傷に関しては全国有数の症

例数を経験可能である。 

 
当プログラム参加施設の 2017年実績 

  

 

指導医数 

 

 

年間新患数 

手術数 

脊椎脊髄 上肢・手 下肢 外傷 リウマチ スポーツ 小児 腫瘍 合計 

新潟市民病院   374 229 353 468 29 15 30 30 1428 

新潟大学医歯学総合病院            

新潟中央病院            

佐渡総合病院            

会津中央病院            

合計            

 

 

2．専門研修後の成果 

 専攻医はこのプログラムによる研修により、以下の 8項目を備えた整形外科専門医とな

ることが期待される。 

1） 運動器疾患、外傷について適切な診断を下し、標準的治療を行うことができる 

2） 運動器疾患、外傷治療の際に経験する合併症に対し適切な治療、管理を行うことが

できる。 

3） 運動器疾患以外の併存症について評価し、各科専門医と協力し全身管理ができる。 

4） 適切なリハビリテーション処方、装具処方ならびに回復期病院へ適切な引き継ぎが

可能となる。 

5） 医の倫理に配慮した判断、行動が可能となる。 

6） 患者や医療関係者と適切にコミュニケーションすることで治療をスムーズに行うこ

とができる。また、チーム医療のリーダーとして、チーム全体の総合力を上げ、医

療の質を向上するための行動を継続する。 

7） 診療記録を的確に記載できる。 
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8） 整形外科学の進歩に合わせた生涯学習を行う姿勢を修得し、また後輩医師を指導す

る能力を持ち、さらに整形外科学の進歩に寄与する研究を実践するための基盤を獲

得する。 

 

3．新潟市民病院整形外科専門研修プログラムの特徴 

1） 全国有数の救急搬送患者を受け入れている新潟市民病院（2013年の救急車搬入 5､

483件、ドクターカーを運用）で研修を行うことで、どのような運動器疾患、外傷

の急性期治療についても対応可能となる。救命科との連携が良好なことも大きな特

徴である。 

2） 新潟市民病院には手の外科、股関節外科、膝関節外科、脊椎脊髄外科、外傷治療、

リウマチ、スポーツ医学、リハビリテーションの専門医が、また関連施設の新潟大

学医歯学総合病院には、リウマチ、小児整形、腫瘍、リハビリテーションの専門医

が指導医として勤務しており、最新の治療を経験することが可能。 

3） 同じ新潟市内に位置する新潟大学と連携したプログラムであるため、大学において

開催される検討会や研究会に参加する機会が多く、最新知識を得ることが可能であ

る。 

4） プログラムに参加する各病院の症例数が豊富なため、研修中に執刀可能な手術件数

が多い（年間 120件以上、3年 9か月間で 500件を目標とする）。 

5） 整形外科研修医向けに、模擬骨を用いた骨折手術トレーニング、ギプス装着実技の

講習会を開催。また、専門医資格取得に向けて各指導医（院外医師を含む）からの

集中講義を開催している。 

6） 生活環境の良い（食べ物がおいしい、文化スポーツ施設が充実、住環境が良い、東

京まで新幹線で 1時間 40分など）新潟市で、短い通勤時間で、人柄のよい患者を

相手にじっくり研修を行うことが可能。新潟市は政令指定都市の中で最も保育園の

整備状況が整っており、平成 18年から待機児童ゼロの状態を維持している。また

新潟市民病院には病児保育室リトルスワンが整備されている。子育て中の研修医に

とっても良好な環境である。 

7） プログラム参加病院中 3施設が新潟市中心部に位置しているため、研修中の転居が

最小限ですむ。佐渡市、会津市の生活環境も快適である。新潟から佐渡までは高速

船で 1時間。 
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新潟市民病院整形外科週間予定 

 月 火 水 木 金 

朝 8〜9 時 検討会 検討会 

抄読会 

検討会 検討会 検討会 

脊椎術前検討会 

午前 手術・外来 手術・外来 手術・外来 手術・外来 手術・外来 

午後 リハビリ検討会 

回診、検査 

手術 

検査 

手術 

検査 

手術 

検査 

手術 

 

 
4．新潟市民病院整形外科専門研修プログラムの研修方法 

①臨床現場での学習 

 整形外科専門研修プログラム整備基準附属解説資料 3｢整形外科専門研修カリキュラム｣

に沿って、新潟市民病院ならびに連携施設において研修を行う。当プログラムにおける専

門知識習得の年次ごとの到達目標と専門技能修得の年次ごとの到達目標は、同上解説資料

1｢専門知識習得の年次毎の到達目標｣、資料 2｢専門技能修得の年次毎の到達目標｣に準じ

るものとする。 

 実際の研修は、１ヶ月の研修を 1単位とする単位制をとり、全カリキュラムを 10の研

修領域に分割し、当院ならびに連携施設において各分野の定められた単位数以上を研修

し、3年 9か月間で 45単位を修得する。 

 

②臨床現場以外の学習 

 上記した様に、模擬骨を用いた骨折手術の実技トレーニング、ギプス装着講習、指導医

による講義を開催している。日本整形外科学会学術集会時の教育研修講演、関連学会、研

究会において日本整形外科学会が認定する教育研修講演、などにおいて運動器疾患、外傷

の標準的治療や、先進的な研究成果などを学習する。新潟市民病院が開催する、年 3回の

研究会や新潟大学が開催する年 5回の整形外科研究会においては、多領域の大学教授クラ

スの講演を聴くことが可能。また、新潟市民病院や新潟大学が主催する、医療倫理、医療

安全、感染予防、統計学、他分野の研修会に参加することで、幅広い知識を獲得可能であ

る。AOコース、日本骨折治療学会主催の講習会への参加も推奨している。 

 新潟市民病院には院内図書室が整備されており、The Journal of Bone and Joint 

Surgery, Clinical Orthopaedics and related research, Spine はじめ多くの雑誌がオ

ンラインで自分のコンピューターから購読可能である。稀な文献に関しては図書館司書に
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取り寄せてもらうことが可能である。また Clinical Key, UpToDate を閲覧可能で最新の

医学情報が入手可能である。 

 

5．新潟市民病院整形外科専門研修プログラムの評価方法 

 研修実績の記録と評価には、日本整形外科学会整形外科専門医管理システムを用いる。

専攻医は、各研修領域終了時および研修施設移動時に日本整形外科学会が作成したカリキ

ュラム成績表の自己評価欄に行動目標毎の自己評価、指導医評価表で指導体制、研修環境

に対する評価を行う。指導医は、専攻医が行動目標の自己評価を終えた後にカリキュラム

成績表の指導医評価欄に専攻医の行動目標の達成度を評価する。また、指導医は抄読会や

勉強会、カンファランスの際に専攻医に対して教育的な建設的フィードバックを行う。 

  

②総括的評価 

1）評価項目・基準と時期 

 専門研修最終年度の 12月に研修期間中の研修目標達成度評価報告と経験症例数報告を

もとに総合的評価を行い、専門的知識、専門的技能、医師としての倫理性、社会性などを

修得したかどうかを判定する。 

2）評価の責任者 

 年次毎の評価は専門研修基幹施設や専門研修連携施設の専門研修指導医が行う。専門研

修期間全体を通しての評価は、専門研修基幹施設の専門研修プログラム統括責任者が行

う。 

3）終了判定のプロセス 

 研修プログラム管理委員会において、各専門研修関連施設の指導管理責任者を交えて専

門研修終了判定を行う。判定基準は 

ⅰ. 各修得すべき領域分野に求められている必要単位を全て満たしていること（別添の専

攻医獲得単位報告書を提出） 

ⅱ. 行動目標のすべての必修項目について目標を達成していること 

ⅲ. 臨床医として十分な適正が備わっていること。 

ⅳ. 研修期間中に日本整形外科学会が主催又は認定する教育研修会を受講し、所定の手続

きにより 30単位を修得していること。 

ⅴ. 1回以上の学会発表、筆頭著者として 1編以上の論文があること。 

の全てを満たしていることである。 



 8 

4）他職種評価 

 専攻医に対する評価判定に他職種（看護師、技師等）の医療従事者の意見も加えて医師

としての全体的な評価を行い専攻医評価表（資料 10）に記入する。 

 

6．新潟市民病院整形外科専門研修プログラム連携施設 

 新潟市民病院整形外科研修プログラムの施設群を構成する連携病院は以下の通りであ

る。専門研修連携施設の認定基準を満たしている。施設は新潟県内および隣接する福島県

に存在する。連携施設は以下の 4施設である。このうち福島県にある会津中央病院とは長

年に渡って人事交流があります。本プログラムとは別の地域における整形外科診療や病病

連携、病診連携を経験することを目的に、他県での研修を行います。 

・ 新潟大学医歯学総合病院 新潟市民病院からは車で 20分ほどの距離にある。（Ｉ型基

幹病院として独自プログラムあり）1917年日本で 4番目の整形外科講座として開講

し、これまでも多数の優秀な整形外科医を輩出してきている。整形外科指導医は 14名

勤務している。大学院進学やサブスペシャリティ研修制度があり、本研修プログラム終

了後に進むことが可能である。 

・ 新潟中央病院 新潟市の中心部、信濃川のほとりに近く，新潟市民病院から車で約 10

分の距離にある。整形外科指導医は計 7名おり，指導可能な研修は腫瘍以外の全 9領

域。急性期（一次，二次救急）から慢性期へと各領域にスペシャリストが複数おり，し

かも整形外科だけで年間手術件数は非常に多いため，幅広い，しかも深みのある経験が

可能である。手術室は 6部屋（うちクリーンルーム 1部屋）あり，平日の朝から夕方ま

でほぼフル回転で稼働している。リハビリテーションのスタッフは 30名以上いる。国

内外の学会活動も盛んに行っている．院内保育も完備しており，安心して研修に集中で

きる。 

・ 佐渡総合病院 新潟市から高速船で 1時間の佐渡市にある病床数 354床の総合病院で

ある。人口約 6万人の佐渡地域の中核病院である。整形外科医は常勤 4名および新潟大

学からの非常勤医師が数名勤務している。一日平均 175名の外来患者が訪れる。年間手

術数は約 800件。軽症から重症までのすべての整形外科疾患に対する研修が可能。 

・会津中央病院 会津は、土地柄冬はスキーやスノーボード外傷が多く、秋は農作業によ

る手指の外傷が多い。また、当院は救命センターを併設しているため、会津全域からドク

ターヘリやドクターカーで搬送される重度多発外傷の患者も少なくない。 会現在、当科

では 7名の常勤医師の他に数多くの非常勤医師が診療にかかわっているため、整形外科全



 9 

般についての指導が可能である。また、2015年に福島県立医大の外傷再建講座が設置さ

れ、会津地域の外傷治療にあたっている。 

 

7．専攻医受入数 

 専攻医 1人あたりが経験可能な症例数を確保するため、当プログラムでは 1年あたり 2

名、4年間で合計 8名を受入数とする。 

 

8．地域医療・地域連携への対応 

 新潟市民病院においては、新患受け入れは紹介状を持参する方と、救急室を受診する方

に制限しているため、診断のついていない一般整形外科患者を診察する機会が乏しくな

る。また、経験する疾患や手術も比較的重症かつ複雑なものになる。新患受け入れ制限を

していない施設において、数多くの外来患者を診察し、一般に多く発症するが新潟市民病

院においての経験が多くない整形外科疾患の患者を受け持ち、治療を担当することは重要

な研修の一つである。このため、佐渡総合病院において、最低 3ヶ月（3単位）勤務する

こととする。その際には地域病院における、救急診療体制や病診連携や病病連携などを経

験する。 

 当プログラムに含まれる地域医療研修病院には経験の豊富な指導医が在職し、また定期

的に新潟大学からの指導医が診療を行っているため、適切な指導を受けることが可能であ

る。 

 

9．実際の研修予定 

 3年 9か月間の研修期間中、基幹施設で約 2年 6か月間、連携施設において約 1年 3か

月間の研修を行う予定である。研修 1年目、2年目には基本的診察能力、基本的知識と技

能の修得を目標とする。3年目の 1年間は関連施設である新潟大学医歯学総合病院にて、

実際の臨床の場において、自己の力で診断し標準的治療を行える能力の習得を目指す。ま

た、学会への参加や発表、そして後輩の研修医の指導などを通じて知識の整理に努める。

4年目には、臨床チームのリーダーとして治療を行うことや、地域医療研修、サブスペシ

ャリティ研修、研究の発表能力の向上に努める。各学年において年間 120件以上 3年 9か

月間で 500件以上の手術を執刀し、学会研究会で年 1回以上発表、そして 3年 9か月間で

最低 1編以上の論文を作成することを目標とする。 
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年次別研修例 

年次 研修領域と研修期間 

1 年目 手・上肢 下肢関節 脊椎・脊髄 流動単位 

2 年目 外傷（新潟中央） 手・上肢 下肢関節 脊椎・脊髄 

3 年目 腫瘍 小児 リウマチ 流動単位 リハビリ 

4 年目 佐渡総合病院 スポーツ 外傷  

3 年目は新潟大学医歯学総合病院における研修の予定。 

 

10．サブスペシャリティ領域との連続性について 

 当プログラム基幹施設である新潟市民病院には脊椎・脊髄外科（脊椎脊髄外科指導医 2

名）、関節外科、スポーツ整形外科（日本体育協会認定スポーツドクター1名）、外傷、

手の外科（手外科専門医 1名）、リハビリテーション（日本リハビリテーション医学会専

門医 1名、運動器リハビリテーション医 2名）などのサブスペシャリティを持つ医師が勤

務している。また、連携施設には骨軟部腫瘍、小児整形、肩関節外科、足の外科、リウマ

チ、骨代謝などのサブスペシャリティを持つ医師が勤務している。専攻医が希望する場合

には、将来のサブスペシャリティを見据えて、研修期間の後半に専門的な研修を受けるこ

とが可能である。 

 

11．研修の休止・中断・プログラム移動、プログラム外研修の条件 

 傷病、妊娠、出産、育児、その他やむを得ない理由がある場合の休止期間は合計 6ヶ月

以内とする。限度を超えたときは、原則として少なくとも不足期間分を追加履修すること

になる。疾病の場合は診断書の、妊娠・出産の場合はそれぞれ証明するものの提出が必要

である。留学、診療実績のない大学院の期間を研修期間に組み入れることはできない。ま

た、研修の休止期間が 6ヶ月を超えた場合には、専門医取得のための専門医試験受験が 1

年延期になる場合がある。専門研修プログラムの移動には、移動前・後のプログラム統括

責任者及び研修委員会の同意が必要である。 
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12．専門研修プログラムを支える体制 

 ①基幹病院の体制 

 基幹施設である新潟市民病院は、昭和 52年から研修医の採用を開始し、これまで 40年

近くの実績がある。また、病院として医療安全、感染予防、情報セキュリティー、医療の

質改善などに積極的に取り組んでおり、また医師向けの多くの研修会が開催されている。

さらに、研修医に対して研修のみでなく生活面でのサポートが充実している。臨床面では

地域の基幹病院として各科専門医を揃え、最新医療機器を整備し、高いレベルの治療が可

能である。そして今後も指導管理責任者を中心に研修プログラムの問題点を評価し、改善

を継続する。 

 

②労働環境、労働安全、勤務条件 

1）研修施設の責任者は専攻医のために適切な労働環境の整備に努める。 

2）研修施設の責任者は専攻医の心身の健康維持に配慮する。 

3）過剰な時間外勤務を命じないようにする。 

具体的な労働環境、労働安全、勤務条件等は各施設の病院規定による。 

 

③専門研修プログラムの改善 

1）1年ごとに専攻医による各指導医ならびにプログラム全体の評価を行う。 

2）この評価は無記名で行い、各専攻医に不利益が生じないように行う。 

3）この専攻医による評価を元に、年一回プログラムの改善について研修プログラム管理

委員会による検討を行い次年度の研修の改善を実施する。 

 

13．専門研修実績記録システム、マニュアル等について 

① 研修実績および評価を記録し、蓄積するシステム 

 原則として日本整形外科学会が作成した整形外科専門医管理システムを用いて整形外科

専門研修カリキュラムの自己評価と指導医評価及び症例登録を web入力で行う。 

 

② 人間性などの評価の方法 

 指導医は研修カリキュラム｢医師の法的義務と職業倫理｣の項で医師としての適性を併せ

て指導し、整形外科専門医管理システムにある専攻医評価表を用いて入院患者・家族との
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コミュニケーション、医療職スタッフとのコミュニケーション、全般的倫理観、責任感を

評価する。 

 

③ プログラム運用マニュアル・フォーマット等の整備 

 日本整形外科学会が作成した①整形外科専攻医研修マニュアル②整形外科指導医マニュ

アル③専攻医取得単位報告書④専攻医評価表⑤指導医評価表⑥カリキュラム成績表を用い

る（日本整形外科学会ホームページ参照）。 

 

14．専攻医の採用と修了 

 

1）2019年度プログラムに関する予定は以下の通りです。 

・専攻医採用試験：2018年 10月より 

 

2）申請に必要な書類 

①新潟市民病院 整形外科専門研修プログラム応募申請書 

②履歴書 

③医師免許のコピー 

④初期臨床研修終了見込み証明書 

 

3）「新潟市民病院 整形外科専門研修プログラム応募申請書」の入手方法 

    新潟市民病院ホームページよりダウンロード（予定） 

 

4）申請書類の提出先 

   ・〒950-1197 新潟市中央区鍾木 463-7 新潟市民病院 教育研修室 

新潟市民病院 整形外科専門研修プログラム統括責任者 宛 

 

5）採用試験の内容 

  面接など 

 

6）採用結果の通知について 

合格者については、各人毎に連絡します。 
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7）追加募集について 

  専攻医の応募状況によっては、随時追加募集を行います。 

 

8）2020年度以降の募集に関して 

前年度の 6月に募集説明会、9月より採用試験を予定しています。 

 

 

9）詳細についての問い合わせ先（病院見学の申し込みも） 

・全ての情報は新潟市民病院ホームページに適宜掲載します。 

・不明な点があれば、以下に連絡をお願いします。 

①℡025-281-5151：教育研修室 内線 3113、FAX 025-281-5187 

②E-mail：kensyu@hosp.niigata.niigata.jp 
 

 


